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アクリルゴムの老化防止剤について (6)

先に ！，2} ,特殊架橋基タイプのアクリルゴムで 一次老化
防止剤にCD,二次老化防止剤にイミダゾー ル系老化防止
剤を配合した場合の加硫特性，加硫ゴム物性ついて紹介し
た今回は，熱老化後の加硫ゴム物性について紹介する ．

図lに加硫ゴムの熱老化前後の ゴム物性を示す ． ブラン
クと老化防止剤ありの引張強さ( Tb)は，変化の傾向に
著しい差がない ． MBZの併用はCD単独より熱老化後の
Tbが大きい傾向 となる ． M B の併用のTbはCD単独と
同等である ． 熱老化後の伸び(Eb)は，MBの併用でC
D単独より大きく なり，MBZの併用はCDと同等であ
る ． 熱老化後のモジュラス( S100)は， MBの併用がCD
より小さく ， MBZの併用がCDより大きい．
Eb とS100の結果から，MBの併用はCD単独よりわず

かに老化防止効果が認められるがイミダゾー ル系老化防
止剤併用に よる老化防止効果は小さい ．

実験

1. 配合
アクリルゴム※ 1100, HAF 55,ステアリン酸l，加工

助剤 ※
2 0.5,ヘキサメチレンジアミンカルバメ ー ト ※3 0.6,

加硫促進剤 ※4 1.0, CD 2.0（ブランクは 0)， 二次老化防
止剤試料
※ 1PA-522HF（ユニマテック（株）），

※
2フォスファノー ル

RL210（東邦化学工業（株）），
※3ケミノックスAC-6（ユ

ニマテック（株）），※4Vulcofac ACT55 

2. 試験項目
(1)引張試験
( 2)熱老化試験；175℃，テストチューブ
加硫条件； 一次加硫（プレス）170℃,20分．

二次加硫（熱風）170℃,4時間
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図l 熱老化時間と加硫ゴム物性
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ここに記載した内容は．細心の注意を払って行った試験に基づくものでありますが ， 結果をすべて確実に保証するものでは
ありません ． 当NOC技術ノー トに掲載されているあらゆる内容は無断転載・複製を禁じます ．
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